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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、「高エネルギー電子・陽電子観測による暗黒物質・近傍加速源の探索」を目的としていた。

しかし、当初 2 年間は計画どおり研究が進展したが、その後使用を予定していた JAXA の圧力気球の開

発遅延という本研究グループの責任を超えた外的要因により、この目的は達成できないことが明らかと

なった。このリスクは当初の研究計画調書でも触れられており、そこで掲げられた方針に従って後半の

研究計画を、JAXA により平成 26 年度の打ち上げが正式承認された宇宙ステーション搭載用観測装置

CALET の要素技術開発・性能評価に変更している。この研究計画を変更した部分については順調に進

展している。なお、将来 CALET によって、気球実験による本研究課題の当初の科学目的を遙かに上回

る成果が得られることを期待する。 

検証結果   研究進捗評価結果で見込まれたとおりの研究成果が達成された。 
当初予定の気球観測が一部を除き実施できなかったことは、本研究グループの責任の範

囲外とはいえ、やはり残念なことである。それに伴い研究の重点が宇宙ステーション観測

装置 CALET の検出器や回路システムの要素技術開発、性能評価に変更されたが、これら

はスケールモデルの CERN-SPS のビーム照射実験を含め順調に進展した。平成２６年度

に始まる CALET による研究が期待どおりの成果を上げることを期待する。 
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